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おとなワークショップのその後について 

 

 子どもの権利が守られ、安心して暮らせるまちであり続けるために大人にできること

やアイデアなどを聞き、一緒に考え、住民の意見を盛り込んだ条例を作ることを目的に

令和５年１１月１９日（日）及び令和５年１２月３日（日）におとなワークショップを

開催しました。その後、ワークショップ参加者を対象に下記のとおり継続して取り組み

をおこなっています。 

 

１．おとなワークショップふりかえり 

 （１） 目的 

ワークショップをふりかえりながら、ワークショップ内で出たアイデアをもとにでき

ること、できたらいいこと等を仕分けし、「主体となってこどものためにできること」

を具体的に検討。 

 

 （２） 開催日時及び場所 

令和６年２月１７日（水） 午後１時３０分から午後３時３０分 

中央公民館２階 Ｃ会議室 

 

 （３） 参加者 

１４名 

 

 （４） 概要 

 （ア）ふりかえり 

前回の感想やなぜ今回参加したのかを参加者で共有しました。ワークショップで出し

たアイデアのその後が気になっていた・こどものためにいい地域にしたい・まちづくり

に参加する機会があれば参加したかったなどさまざまな理由でした。 

 

（イ）はなしあい 

おとなワークショップで出たアイデアを類似したテーマで事前に仕分けし、参加者に

興味のあるテーマを選んでもらい、グループワークを実施しました。「こども・若者主

役」「図書館」「世代間交流」の３グループに分かれ、各グループで「主体となってこど

ものためにできること」を具体的に検討し、模造紙へ意見やアイデアを書き出しました。 

その後、各テーブルの参加者１名が他のグループの参加者にアイデアを説明し、説明を

聞いた参加者と意見交換をおこないアイデアをブラッシュアップしました。最後に１枚

のシートにまとめて発表し、全体で共有しました。 

 

２．こどもサポータープロジェクト（仮） 

 （１） 目的 
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「主体となってこどものためにできること」を具体的に検討していくこと。 

なお、これまでおとなワークショップの延長として開催してきましたが、今後もこど

ものためにできることを集まって検討するため、名称を変えて開催しました。名称を参

加者と検討しているため、上記名称は今後決定するまでの仮称として使用しているもの

です。 

 

 （２） 開催日時及び場所 

令和６年４月１３日（土） 午後１時３０分から午後３時３０分 

大口町健康文化センター １階 多目的室 

 

 （３） 参加者 

１０名 

 

 （４） 概要 

 ２月１７日(土)のおとなワークショップふりかえりで実施したときと同じテーマで、

さらに具体的に検討するグループワークをおこないました。今回初めて参加する方も興

味のあるテーマを選んで参加し、各グループが話し合う中でさらに具体化したり、新た

なアイデアを出したりしました。 

 

 


